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退

職

書

第
二
の
人
生
を
デ
」
だ
ま
会
』
と
と
も
に

し
な
や
か
に
、

つ
や
や
か
に
、

し
た
た
か
に

「
こ
だ
ま
会
」
は
、

創
立
１０
年
が
す
ぎ
ま
し
た
。

「
こ
だ
ま
会
」
と
は
、

―――
の
こ
だ
ま
の
ご
と
く
、

会
員
が
呼
べ
ば
、

そ

の
要
市
に
す
ぐ
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
会
に
。

そ
し
て
、

そ
の
響
き
は
限
り

な
く
拡
が
り
、

併
せ
て
質
の
高
い
会
を
日
精
す
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

今
日
ま
で
の
知
恵
を

明
日
に
生
か
そ
う

退

職

者

人

生

―
―
楽
し
み
は
ま
だ
ま
だ
い
っ
ぱ
い

梅
が
咲
き
そ
め
る
春
で
す
。
日
本
の

示
―
―
こ
こ
に
は
人
同
が
あ
り
卒
田
が

あ
る
、

大
学
が
あ
り
卒
業
が
あ
る
、

就

耽
が
あ
り
退
耽
が
あ
る
。

第
　
の
人
ｒｌｉ
の
出
発
は
、

何
と
い
っ

て
も
自
分
の
余
叫
が
楽
し
め
る
期
待
が

大
き
い
。

今
や
人
生
は
、

５０
年
な
ら
ぬ

８０
年
時
代
と
な
っ
て
き
た
。
「
日
梓
を

も
っ
て
い
る
高
怖
者
は
元
気
だ
」
と
い

う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ

か
ら
の
人
■
は
面
白
い
。

楽
し
み
は
ま

だ
ま
だ
あ
る
。
―
―
今
Ｈ
ま
で
に
習
っ

た
知
忠
を
明
日
に
■
か
し
、

明
る
く
、

当
か
な
心
を
求
め
、

仲
円
と
と
も
に
希

望
に
馳
け
て
い
こ
う
。

『加

入

の
お
す

す

め

、
と

会

費

納

入
ご
案

内
』

「
退
職
者
こ
だ
ま
公
」

へ
加
入
ご
布

】

の
方
に
は
、

肌
約
　
大
会
中
込
十
、

公
投
振
込
用
紙
な
ど
お
送
り
し
ま
す
。

お
中
込
く
だ
さ

い
．

●
所

在

地

〒
馴

杖
浜
市
中
区
本
町
四
の
〓
七

千‐‐‐
奈
川
叫
職
労
打
務
用
内
（３
Ｆ
分
生
）

「
退
職
者

こ
だ
ま
公
」
苑

（電
話
）
〇
四
五
奎
一〇

一
三

一
一
一

（内
組
七
九
五
三
）

０
四
五
■
三

一
ご
三

一
七
九

●
振
替
口
座

枇
浜
銀
行
県
庁
支
店

普
迪
淑
令

日
圧
番
号八

七
八

一
克
九

神
奈
川
県
労
働
金
片
本
店

普
迦
預
今

回
庄
番
号

一
二
四
人
六
四
一

部
使
扶
件

日
庄

Ｏ
〇
二
五
〇
十
九
十
六
六
五
人
〇

会
費
関
係

１‐
入

〈
Ａ
令
　
な
し

０
終
身
会
☆
　
一
一五
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

な
お
、

年
会
賞
三
、

〇
〇
〇
円
も

あ
り
ま
す
（
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一
〇
月
以
降
実
施
さ
れ
た
も
の
は
次
の

と
お
り
で
す
。

○
歴
史
散
歩
の
会

（第

一
二
回
）

と
　
き
　
平
成
七
年
一
〇
月
四
日
伽

と
こ
ろ
　
県
立
歴
史
博
物
的

（午
前
）

横
浜
市
歴
史
世
物
鮎
⌒午
後
）

現
地
解
説
　
荒
井
太
郎
氏

参
加
者
　
一
一五
名

●
県
立
歴
史
博
物
館

こ
こ
は
前
早
立
市
物
郎
、

改
前
は
横
浜
正
企

銀
行

（東
京
銀
行
に
改
純
）
で
建
物
は
■
要
文

化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
と

お
り
。

こ
こ
で

の
展

小
〓

は
、

付
さ
が
み
の
古
代
に
生
き
た
人
び
と

ど
万
午
前
か
ら
平
安
時
代
ま
で
の
旧
石
朴
時

代
か
ら
縄
文
時
代
、

弥
化
時
代
、

古
墳
時
代
ま

で
と
、

平
城
京
を
都
と
し
た
天
草
を
中
心
と
し

た
中
央
集
権
国
家
体
制
の
余
Ｒ
叶
代
、

そ
し
て

平
安
時
代
を
展

小
し
、

相
検
国
分
情
キ
の
検
刊

が
あ
る
。

０
都
市
鎌
倉
と
中
世
び
と

”
撤
胡
が
錬
令
に
伴
府
を
お
き
、

忙
初
の
武

家
政
治
を
‐ｊｌｌ
い
た
時
期
か
ら
載
日
大
名
北
条
氏

が
武
び
る
ま
で
の
お
よ
そ
四
〇
０
年
に
わ
た
る

中
世
の
時
代
の
展

小
、

口
近
世
の
街
道
と
庶
民
文
化

こ
の
展

小
４
で
は
、

徳
川
次
取
の
れ

申
入
府

か
ら
幕
末
ま
で
の
叫
の
は
姓
、

と
く
に
江

口
け

代
の
人
び
と
の
性
史
を
竹
道
と
は
民
文
化
を
ｉ

市
一に
お
い
て
炭

小
し
て
い
る
．

的
横
浜
開
港
の
近
代
化

こ
こ
で
は
、

れ

，ｉ
時
代
末
川
か
ら
人
止
―――
代

ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
な
ど
が
収

小
さ
れ
て

い
る
、

‐５‐
現
代
の
神
奈
川
の
伝
統
文
化

こ
の
展

小
４
の
前
■
は
問
束
大
技
災
か
ら
の

複
興
、

町
和
初
乍
の
杵
清
恐
流
　
巧
年
戦
争
に

お
け
る

「
打
都
―――
奈
川
」
と
先
後
の
人
び
と
の

姿
、

敗
戦
後
の
占
仙
政
策
と
影
響
、

高
度
布
活

成
長
の
移
り
変
わ
り
と
叫
民
■
市
な
ど
の
思
い

出
の
コ
ー
ナ
ー
と
な
っ
て
い
る
、

一
度
来
館
を
お
す
す
め
し
た
い
（

●
横
浜
市
歴
史
博
物
館

横
浜
市
■
地
下
鉄
の

「
セ
ン
タ
ー
北
駅
」
下

，
従
歩
五
分
に
開
投
さ
れ
た
こ
の
建
物
は
地
上

六
階
地
下

一
陪
を
容
し
、
「■
設
展

小
牛
」
で

は
問
通
妃
展

小
室
は
二
万
年
に
わ
た
る
横
浜
の

肝
■
を
加
る
卜
で
の
文
物
資
料
の
ほ
か
　
快
型

枚
理
　
与
史
パ
ネ
ル
が
あ
る
．　

‐ｈｉ
＝
姓
劇
場

は
　
棋
次
の
い
兜
を
約
　
万
分
の
映
像
て
■
し

く
み
せ
る
「

白
ス
タ
デ
ィ
サ
ロ
ン
は
体
忠
と
牛

■
の
場
所
、

岬
収
像

ヨ
ー
ナ
ー
は
恥
収
や
文
化

期
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
柿
ビ
テ
オ
が
出
出

に
み
ら
れ
る
　
，
一に
か
く
　
市
聞
は
　
蛇
に
し

か
す
　
北
引
　
Ｌ
比
■
し
て
く
た
き
い

０
歴
史
散
歩
の
会

（第

一
三
回
）

と
　
き
　
平
成
八
年
五
川
八
日
一予
走
）

コ
ー
ス
　
鉢
介
れ
―――
の
ｌｉｌ
ｉ
の
針
め
ぐ
り

現
地
解
説
　
北
■
太
郎
氏
、

村
木
夫
喜

雄
氏

Ｏ
歴
史
教
室

（第
一

と
　
き
　
平
成
七
年

三
回

）

一
月
九
Ｈ
‐木‐

と
こ
ろ
　
神
奈
川
白
治
会
館

テ
ー
マ
　
戦
回
武
将
と
梅
十

参
加
者
　
一■
人
名

特
別
講
師
　
元
井
大
郎
氏

「せ
は
人
■
五
十
年
」
と
い
わ
れ
た
が
、

戦
後
武
将
の
中
に
は
大
変
な
長
寿
者
が
い

た
。

そ
の
吊
城
に
は
不
思
議
に
も
れ
の
名

所
と
し
て
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

小

幽
原
の
北
条
半
宴
は
〓
年
人
人
才
、

そ
の

〓
男
長
綱
は
九
七
オ
、

水
戸
持
一門
の
徳
川

光
囲
は
七
二
才
、

テ
レ
ビ
で
お
馴
染
み
の

吉
宗
の
父
光
貞
は
人
〇
才
と
、

い
づ
れ
も

長
斉
で
、

そ
の
居
城
は
梅
の
栽
培
の
構
ん

な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
―
―
こ
と
な
ど
面

Ｈ
い
話
題
を
提
供
さ
れ
た
。

位
は
い
う
ま
で
も
な
く
解
手
、

殺
商
、

血
た
浄
化
の
三
大
作
用
を
も
つ
ア
ル
カ
リ

性
食
品
で
あ
る
こ
と
は
ご
存
知
の
と
お
り
。

○
歴
史
教
室

（第
二
四
回
）

と
　
き
　
平
成
八
年
二
月
人
国
内

と
こ
ろ
　
神
奈
川
自
治
会
館

テ
ー
マ
　

ンヽ
ー
ボ
ル
ト
の
彼
女
医
楠
本

い
ね
の
生
涯

特
別
講
師
　
荒
井
太
郎
氏

日
本
文
化
開
花
に
貢
献
し
た
わ
が
国
近

代
医
学
の
思
人
ド
イ
ツ
人
の
シ
ー
ボ
ル
ト

の
娘
、

女
医
楠
本
い
ね
の
数
奇
の
生
涯
に

ス
ポ

ッ
ト
を
あ
て
る
。

（徳郵唯仏唯縦輔腔知勤剛連ブ、伊肝“鴫端晰増で
）

県立歴史博物館にて
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
人
河
ド
ラ
マ
で
、

注
丘
ル
リ
ｒ

の
演
じ
た
柿
本
い
ね
と
、

中
村
梅
之
助
の

お
し
た
大
村
朴
次
郎
と
の
ロ
マ
ン
ス
場
画

を
思
い
出
す
方
も
多

い
と
思
う
。

①
歴
史
教
室

（第
二
五
回
）

と
　
き
　
平
成
八
年
四
月
五
日
⌒予
定
）

と
こ
ろ
　
神
奈
川
自
治
会
館

テ
ー
マ
　
鎌
合
五
―――
と
同
■
の
針
に
つ

い
て

特
別
講
師
　
荒
片
太
郎
氏

（第
八
回
）

①
皇
女
和
宮
降
嫁
の
み
ち
巡
り

と
　
き
　
一
一
月
二
日
内
～
一
日
伸

コ
ー

ス

（第

一
日
目
）
横
浜
～
町
□
～
神
模
原

～
中
央
高
速
～
実
濃
新
長
谷

手
～
も
み
じ
谷
～
大
矢
田
神

社
～
長
谷
川
温
泉

⌒池
）

（第
二
日
目
）
長
良
川
～
美
濃
市
卯
建

（う
だ
つ
）
の
町
並
み
散
☆
～

瑞
浪
市
細
久
手

⌒寛
琶
峠
石

料
　
大
秋
宿
和
Ｈ
ゆ
か
り
の

本
町
跡
）～
馬
徹
宿
～
中
央
高

速
―
和
模
原
～
町
田
～
横
浜

●
吉
の
面
影
を
色
濃
く
残
す
歴
史
の
旅

第
８
回
こ
だ
ま
会
　
バ
ス
旅
行

「，
女
和
古

降
嫁
の
み
ち
」
、

は
１１
月
２
日
３
日
、　

イ
‐―‐

一日

掬
名
の
会
員
参
加
で
秋
晴
れ
の
好
天
女
に
ど
ま

れ
て
出
発
、

中
央
高
地
地
よ
り
叩
１１１
行
地
を
過

ぎ
双
紫
ヽ
　
Ａ
に
て
，
企
　
な
耶
峡
か
ら
多

十１‐

兄
に
人
り

「
新
長
谷
■
」

へ
、

■
た
の
よ
昨
■

古
Ｈ
蝕
■
に
参
汁
す
る
　
よ
件
■
の
モ
■
殊
、

針
楼

こヽ
文
文
化
１１４
一
は
昨
■
の
ｉ
み
を
感
じ

る
「

次
に

「
も
み
し
谷
」
「
人
欠
１１１
抑
＝
」
に

岩
い
た
時
は
持
晰
く
、

も
み
じ
の
社
Ｌ
に
は
ま

だ
早
く
あ
い
に
く
十‐‐‐
れ
も
修
川
中
で
Ｌ
念
　
片

藤
道
〓
ゆ
か
り
の
岐
，
城
の
史
ド
　
ｋ
史
川
の

叫
計
か
な
桁

「
せ
い
ら
ん
」
に
到
ｉ
　
料
Ｗ
は

落
鮒
の
姿
晩
松
■
ご
飲
な
ど
大
満
に
な
企
■
で

旅
を
楽
し
ま
せ
て
県
れ
た
　
！
朝
は
１１Ｌ
く
、

肌

４
い
中
を
た
波
は
内
に
入
り
「
卵
せ
一う
だ

つ
ま

の
あ
る
町
立
み
を
散
求
、

珍
し
い
灯
台
古
い
家

セ
み
、

印
象
に
残
る
佑
を
後
に
中
仙
地
の
千‐‐
■

姫
竹
迪
、

瑞
浪
市
の
細
久
子
に
て
タ
ク
シ
ー
に

分
来

「
介
１１１
天
池
」
「
売
琶
峠
の
石
―を
」
↓大
漱

神
＝
」
一樹
締

一
、

　
一Ｏ
Ｏ
年
の
大
杉
に
対
き
）

「大
糾
行
、

和
ｆｆ
術
ｉｒｌ
の
本
陣
跡
」
と
足
跡
を

廻
る
．

今
で
も
険
し
い
―――
旭
を
片
の
人
の
■
し

い
旅
の
而
杉
を
思
う
と
は
■
け
、

北
後
の
よｌｊ
乱

術
に
ホ
く
　
あ
い
に
く
机
日
の
た
め
観
た
作
の

多
い
こ
と
、

収
の
石
■
を
，
る
木
中
路
、

汁
な

が
ら
の
古

い
家
が
続
く
、

十
は
ヒ
ッ
ソ
リ
と
林

し
い
竹
迪
も
、

今
は
人
、

人
で
補
れ
て
い
た
．

ヽ
従
を
後
に
怖
路
、

渋
ｉｌｌ
に
な
さ
込
ま
れ
な
が

ら
予
定
よ
り
一
時
介
お
く
れ
た
が
＝
”
到
林

今
回
の
旅
は
、

――
の
瓜
情
が
こ
洪
く
成
す
想

い

―１１
多

い
シ
ー
ン
が
　
ば
い
の
性
兜
を
は
た
た
た

の
し
い
旅
て
し
た
　
次
山
の
旅
を
■
し
み
に
し

て
は
り
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　

小ヽ
川
世
】

（第
九
回
）

Ｏ
今
春

「旅
行
の
会
」

と

　

き

　

円

月

一

四

十 ‐

‐
― ‐

‐

十

　

六

日

的

一二
油
一
Ｈ
）

テ
ー
マ
　
尚
北
朝
、

史
跡
め
ぐ
り

コ
ー
ス
　
い化
の
十
野
―――
、

■
世
―――
、
子

半
城
跡
、

伊
賀
、

柳
化
の
性

め
ぐ
り

Ｏ
薬
膳
料
理
試
食
会
に
参
加
し
て

一
〇
月
二
八
日
吐
　
　
時

二
０
分
よ
り
、

棋
浜
市
健
康
綺
祉
セ
ン
タ
ー
和
年
で
開
催

さ
れ
た
試
食
会
に
当
会
会
貝
も
参
加
，

共

肘
牲
床
づ
く
り
研
究
会
会
貝
調
型
の
☆
析

料
理
が
次
々
と
は
こ
ば
れ
、

お
い
し
く
賞

味
。
「
お
い
し
く
な
け
れ
ば
共
席
で
は
な

い
」
「医
企
同
源
」
と
い
う
市
米
を
し
み

じ
み
実
感
し
ま
し
た
。

は
立
は
０
食
前
河

さ
ん
ざ
し
ド
リ
ン
ク

（業
効
、

父
欲
を
増

辻
）
０
来
と
手
羽
先
の
架
――ｌｉ
ヤ

（身
体
を

流
め
気
を
差
う
）
０
揚
げ
物
株
り
合
わ
せ

⌒肝
腎
を
た
い
法
養
強
■
効
果
）
●
銀
車

と
グ
リ
ン
ア
ス
パ
ラ
の
く
る
み
昨

⌒肺
を

差
い
乾
燥
の
症
状
を
改
古
す
る
）
０
‐――
半

と
キ
ビ
人
り
州

一肝
町
を
袖
差
し
、

友
労

―！‐―
復
に
効
米
）
●
テ
ザ
ー
ト
楽
席
フ
ル
ー

ツ
ポ
ン
チ

（消
化
を
助
け
肺
を
潤
す
）

０
成
人
病
予
防
と
業
膳
講
演
会
に

参
加
し
て

一
一
月
　
八
日
山

一
０
時
～
　
二
時
、

業
悔
性
度
づ
く
り
研
究
会
上
催
で
杖
浜
市

性
庚
桁
１１１
セ
ン
タ
ー
四
附
ホ
ー
ル
で
開
住

さ
れ
ま
し
た
。

当
公
に
も
呼
び
か
け
が
あ

り
ま
し
た
の
で
有
志
が
参
加
し
、

中
医
理

論
と
共
時
に
つ
い
て
理
解
を
汁
め
る
中
が

出
来
ま
し
た
，

前
師
は
中
国
近
年
行
中
に

研
究
院
助
敦
粧
　
韓
呂
岩
先
化
！

大漱宿 和 宮ゆわ`り本陣跡

木曽馬範宿散策
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と
　
き
　
一
一
月
ニ
エ
日
的

コ
ー
ス
　
秦
野
駅

（小
日
急
）
―
震
生

湖
を
作
て
渋
沢
丘
陵
を
丹
沢

連
峯
を
眺
望
し
御
殴
場
線
、

上
大
汁
駅
へ
こ
る
。

●
紅
葉
に
染
ま
る

「健
康
ウ
ォ
ー
ク
」

渋
沢
丘
陵
～
上
大
井
コ
ー
ス

平
成
七
年
の
夏
は
大
変
な
猛
呂
で
し
た
。

そ

の
証
た
に
こ
の
不
景
気
に
も
拘
ら
ず
、

家
庭
用

エ
ア
コ
ン
が
　
在
序
が
不
足
す
る
科
売
れ
た
と

か
。
こ
の
よ
う
な
年
は
紅
葉
が
き

っ
と
素
晴
ら

し
い
、

と
期
待
し
て
店
る
の
は
、

私
の
は
い
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。　

一
週
間
も
前
か
ら
テ
レ
ビ

の
天
気
ヤ
報
を
気
に
し
て
い
ま
し
た
が
、

待
望

久
し
い

一
一
月
二
二
日
的
の
朝
は
津
士
り
で
、

ま
ず
ま
ず
の
空
慎
様
、

小
日
急
線
利
用
で
秦
野

駅
北
口
に
八
時
三
０
分
に
参
集
し
ま
し
た
。

参

加
者
は

一
工
名

（中
込
は

一
人
名
）
で
、

コ
ー

ス
の
設
定
と
案
内
説
明
を
し
て
下
さ
る
リ
ー
ダ

ー
は
、

以
前

「
数
養
月
報
」
で
　
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
の
解
説
を
、　

一
〇
数
年
間
に
わ
た
っ
て

担
当
さ
れ
た
こ
だ
ま
会
員
の
松
尾
良
文
さ
ん
で

す
。

簡
単
な
お
話
と
留
意
事
項
を
聞
き
、

思
い

思
い
の
身
な
り
で
出
発
。

先
ず
、

全
国
名
水
百
選
の

「
弘
法
の
清
水
」

「今
泉
湧
水
池
」
な
ん
と
古
よ
り
こ
ん
こ
ん
と

溺
き
出
て
、

現
今
に
な
っ
て
も
断
ゆ
る
事
な
き

清
ら
か
な
水
。

古
代
人
が
こ
れ
を
見
つ
け
、

集

落
を
作
り
、

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
秦
野
が
発

展
し
て
い
く
原
点
が
、

こ
こ
に
存
す
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま
し
た
。
「大
吊
院
」
「白
位
柿
荷
」
と

廻
り
ま
し
た
が
　
五
級
争
催
、
ｒ
掠
繁
栄
、

安

心
立
命
を
願
う
民
家
の
素
朴
な
心
の
文
れ
だ
と

の
感
を
強
く
し
ま
し
た
ぃ

佑
ど
中
の
通
ら
な
い
倍
や
か
な
道
を
金
り
つ

め
に
根
税
に
出
ま
し
た
　
な
ん
と
広
れ
な
■
色

で
し
ょ
う
．

右
手
■
側
よ
り
大
―――
を
始
め
ｉ
＋

殊
の
ＩＦｉ
を
中
心
と
す
る
水
州
沢
の
―――
々
　
令
‐１１

１１１
　
明
キーー
明
，Ｆ！
を
辻
ね
て
′１．
千
山
仙
の
　
ｒ
ｌｌｌ

ま
で
≡
帖
な
れ
ば
■
十
１１１
が
汗
か
び
Ｌ
る
よ
う

に
比
え
る
の
で
す
が
、

今
―ロー
は
成
合
て
し
た

一

日
を
は
ず
れ
ば
、

発
展
を
続
け
る
茶
町
作
地
か

広
が
―，
　
身
近
か
の
丘
の
前
々
は
村
店
を
ま
と

い
、

収
程
の
終
え
た
品
に
は
白
、

Ｆｔ
、

の
な
竹
が

吹
き
乱
れ
晩
私
の
点
に
彩
を
派
え
て
い
ま
し
た

駅
を
出
発
し
て

一
時
間
二
●
分
、

　

行
は
問

東
大
便
災
で
出
来
た
自
然
の
測

「
使
■
刊
」
に

若
き
ま
し
た
。
こ
こ
で

一
体
み
、

前
向
に
写
す

紅
貨
を
観
寅
し
、

詐
か
な
湖
畔
を
微
☆
ｒ

大
公

望
が
釣
ネ
を
丘
れ
、

人
彬
か
ら
離
れ
た
処
に
は
、

鴨
が
羽
を
休
め
て
い
ま
し
た
　
赤

い
職
の
林
立

す
る
参
道
に
何
や
ら
幼
い
時
の
郷
愁
を
感
じ
な

が
ら
弁
財
天
を
参
好
し
、

幅
広

い
ヤ
担
な
‐―‐
道

を
秋
の
涼
気
を
吸
い
、
ミ
カ
ン
の
実
に
目
を
や

り
、

本
立
の
問
か
ら
次
々
と
展
開
す
る
た
右
の

遠
景
に
賛
美
を
送
り
な
が
ら
、

初
注
に
若
き
ま

し
た
。

静
か
な
た
た
ず
ま
い
の
家
、

崖
敦
。

人

通
り
も
無
く
、

は
も
比
当
た
ら
ぬ
が
、

ハ
イ
カ

ー
用
の
ト
イ
レ
と
水
道
栓
が
あ
り
、

我
々
に
は

右
難
い
処
で
し
た
。

更
に
歩
を
進
め
る
と
山
道
に
入
り
ま
し
た
。

道
の
分
岐
に
は
古
い
石
標
が
建
ち
、

ふ
じ
、

小

円
原
、

の
字
が
微
か
に
読
み
取
れ
ま
し
た
。

以

一

前

の
仕
避
怖
で
あ

っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
．

炊

い
ホ
上
の
り
迦
し
に
か
か
―，
ま
す
。

な

の
根

が
高
に
■
か
ら
下
ま
で
　
そ
し
て
地
而
に
＝
人

し
て
い
ま
す
　
落
■
が
路
而
を
れ

っ
て

い
ま
す

何

や
ら
往
‐――

の
陥
の
い
川
を
■
め
て
い
る
か
の

如
く
に

に
年
前

に
峠

に
右
き
ま
し
た
　
火
片
町
に
迎

じ
る
ト

イ
ネ
ル
の
卜
と
か
　
，
こ
】
で
■
■
と
な

り
ま
し
た
　
】

日
は
よ

っ
て
お
―サ
■
―
、

肌
水

く
は
じ
ま
し
た
か
、

服
卜
に
慎
出
す
る
■
と
は
、

峠
保
た
の
ま
ば
ら
な
ブ
、

次
　
仙
の
火
人
か

―――
脱

に
た
な
び
く
押
、

忘
れ
て
い
た

―――
――

の
原
風
■

を
比
る
思

い
か
し
ま
し
た

体
的

に
エ
ネ

ル
キ
ー
を
充
当
し
て
さ
あ
―――
発

な
だ
す，
か
な
■
「
　
１１１
の
中
の
と
で
気
分
町
し

称
木
林

の
地
は
　
カ
サ
カ
す
と
ネ
え
を
附
み
し

め
秋
を
足
に■
に
て
は
じ
ま
し
た
　
係
■
に
お
き

ま
し
た
〔

打
共
に
理
も
れ
た
小
じ
ん
ま
り
と
し

た
朱
洛
．

白

い
土
蔵
も
児
え
ま
す
．

我
々
　
行

を
竹
成
し
て
人
が
吠
え
る
．

家
の
其
子
を
通
り
抜
け
山
道
に
入
り
ま
し
た

人
が
や
っ
と
通
れ
る
柵
い
道
、
し
か
し
地
面

は
し
っ
か
―，
と
附
み
ｍ
め
ら
れ
て
歩
き
易
い
〔

中
村
川
支
流
棚
円
川
演
谷
と
で
も
名
付
け
た
い

よ
う
な
変
化
に
有
け
処
で
す
、

深
く
え
ぐ
ら
れ

た
沢
　
格
、

え
た
堤
と
流
れ
る
木
の
占
、

村
史

を
背
■
に
陀
で
も
飛
＝
て
来
そ
う
な
深
出
出
谷

の
趣
き
の
あ
る
沢
で
し
た
　
や
が
て
大
■
町
の

た
化
セ
ン
タ
ー
脇
に
＝
て
、
ミ
カ

ン
＝
の
中
の

出
道
を
歩
み
、

東
山
に
散
し
く
，
の
行
さ
交
う

英
名
市
姓
道
路
の
■
部
に
か
か
る
欠
頂
橋
を
た

り
、

し
ば
ら
く
進
む
と

「
丁
宇
ケ
吹
」
と
称
き

れ
る
広

い
台
地
に
出
ま
し
た
。
「
あ
れ
っ
」
と

一
幡
日
を
疑

い
た
く
な
る
よ
う
な
し
ょ
う
し
ゃ

な
廷
物
は
、
「あ
し
が
ら
勤
労
を
い
こ
い
の
村
」

で
し
た
。

結
ｉｒｉ
設
備
　
圧
外
施
設
も
あ
１，
、

ゆ

っ
く
い
と
利
用
し
た
い
場
所
も
あ
り
ま
す
．

約

二
つ
分
の
体
忠
後
、

上
大
オ
駅
に
――‐ｊ
け
＝

発
し
ま
し
た
　
と
中
の
家
々
の
に
先
に
は
柿
の

実
が
た
わ
わ
に
批
一り
、

そ
の
背
景
に
第

一
生
命

の
大
き
な
処
物
が
店
庄
り
、

こ
の
地
方
な
ら
で

の
風
景
で
し
た
．
ア
義
寺
に
参
奸
、器

の
大
木
の

見
事
な
れ
業
に
日
を
行
わ
れ
、

水
車
小
と
の
茅

片
屍
根
は
秋
の
本
色
に
洛
け
込
ん
で
い
ま
し
た
。

一
五
時

ｉ
Ｏ
分
上
大
井
駅
着
、　

一
行
十
元
気

で
今
日
の
行
程
が
よ
か
っ
た
事
を
草
び
合
い
、

リ
ー
ダ
ー
の
松
尾
さ
ん
に
感
謝
を
し
、

文
の
再

会
を
約
し
て
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
歩
い

た
距
離
は
約

一
六
キ
ロ
　
時
間
は
七
時
間
、

自

然
に
触
れ
合
い
、

お
互
い
打
ち
解
け
合
い
、

楽

し
い
一
日
で
し
た
。　

　
　
　
　
　
（岸

一
街
）

（次
頁
下
段
に
つ
づ
く
）

渋沢丘陵より大山、丹沢連望を望む
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次
回
は
あ
な
た
も

是
非
ご
参
加
を
″

飲
物

（ビ
ー
ル

酒

ジ

ュ
ー
ス
）
、

お
弁
当
を
市
価
以
下
で
提
供
し
て

い
ま
す
。

村珠調齢 槌端 会の舶机Ⅲ

とき・″9ェア2月牝ω年、騨

とこ5・横浜市従会館 (言楚 全憲雲)

2644  26+|

174考  20+ト

5名  5件

12名 12件

9名 13句

演芸大会出演者

・踊 花 笠音頭、十三夜、奴さん他

・唄 ふ たり酒、かえり船、雪中花他

・剣舞 鎌 倉退職者会 ・白田三郎

趣味 レク・サークル展示

・きり絵十一クル

・手芸

。おイと

・写真 絵画 吉 自然木 世f銭

・俳句の公

14名

16名

1名

など

（前
頁
か
ら
つ
づ
く
）

Ｏ
小
日
原
の

「辻
村
植
物
公
園
」

「久
野
梅
林
」
巡
り

と
　
き
　
平
成
八
年
二
月
六
日
‐水‐

コ
ー
ス
　
小
日
原
秋
北
側

⌒九
時
二
〇

分
）
―
久
野
辻
村
植
物
公
日

―
紡
林
枝
木
―
箱
根
金
出
電

鉄
風
祭
駅
解
散

（従
歩
約
二

時
間
村
度
）

手
づ
く
り
文
化
祭
″主

催
団
体
″

神
奈
川
県
自
治
労
連
退
職
者
会

⌒横
浜
市
従
二」だ
ま
会
・軒
倉
市
聴
退
職
者会
加
盟
）

こ
の
会
は
、

イーーー
奈
川
自
治
労
辻
傘
下

の
細
合
の
退
職
イ
会

一Ｗ
会
と
い
う
）

の
辿
合
し
た
利
祉
で
す

．　
一
九
九
二
年

に
社
成
さ
れ
、

今
年
で
四
年
出
に
な
り

ま
す
≡

現
れ
の
と
こ
ろ
、

枚
浜
市
従
来

山
退
職
者
会
を
中
心
に
、

鉢
令
市
の
退

職
者
会
、

こ
だ
ま
会
が
参
加
し
て
い
ま

す
。

（近
く
に
―１１１
市
、

三
柿
市
職
退
職

イ
公
加
鼎
予
定
）
私
た
ち
の
年
令
、

桶

札
に
宗
な
ど
■
河
要
求
、

市
制
度
改
半

な
ど
を
と
も
に
求
め
て
い
き
ま
す
。

■

会
の
分
担
令
と
神
奈
川
自
治
労
辿
の
助

成
令
で
延
■
さ
れ
、

活
動
し
て
い
ま
す
。

″手
づ
く
り
文
化
祭
″
も
そ
の

一
環
で

す
。
こ
だ
ま
会
の
加
族
利
秋
さ
ん
が
公

長
で
す

趣味レク、サークル展示会場演芸大会 フ ラダンス
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●
副
作
用
は
ど
う
し
て
お
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
０

ば
け
に
も
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
　
れ

気
を
市
す
よ
う
に
は
た
ら
く
と
き
は
ク
ス

リ
で
す
が
、

■
を
多
く
飲
ん
だ
う
、

敗
み

方
を
ま
ち
が
え
る
と
、

か
ら
た
に
行
を
お

よ
は
し
て
し
に
な
り
ま
す
　
ク
ス
リ
を
使

う
と
き
は
、

ク
ス
リ
も
お
も
い
っ
し
ょ
だ
、

と
い
う
ち
え
方
で
判
断
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
お
も
い
ま
す
。

ク
ス
リ
が
効
く
、

効
か
な
い
、

は
体
質

に
よ
っ
て
ち
が
い
ま
す
が
、

副
作
用
も
個

人
た
が
あ
り
ま
す
。

同
じ
人
で
も
、

そ
の

と
き
の
か
ら
だ
の
状
態
と
か
栄
養
状
態
で
、

で
た
り
で
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。

名
暮
し
の
手
帖
』
か
ら
）

ク
ス
リ
は
血
た
の
中
に
入
る
と
か
ら
だ

中
、

常
賦

へ
も
心
脱

へ
も
――‐ｌｉ
へ
も
、

ま
わ

っ
て
い
き
ま
す
．

そ
う
す
る
と
、

効
か
せ

た
い
と
こ
ろ
以
外
の
場
所
に
も
働
い
て
、

よ
け
い
な
仕
”
を
し
て
し
ま
う
場
合
も
あ

る
わ
け
で
す
。

こ
れ
が
‐‐ｌ
Ｕ

作
用
で
す
。

た
と
え
ば
、

付
破
の
分
泌
を
お
さ
え
、

庄
挙
を
鎮
め
る
た
め
に
ア
ト
ロ
ビ

ン
と
い

う
ク
ス
リ
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
は
日
の

筋
内
に
も
は
た
ら
い
て
、

旺
を
お
さ
え
て

い
た
筋
内
の
率
張
を
ゆ
る
め
て
し
ま
う
た

め
に
、

性
が
ひ
ら
い
て
し
ま
い
、

ま
ぶ
し

く
て
外
を
歩
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
３

か
ぜ
賀
の
中
に
入
っ
て
い
る
抗
ヒ
ス
タ

ミ
ン
制
な
ど
も
同
じ
で
す
ｃ

こ
れ
は
ク
ラ

ャ
ミ
と
か
升
水
を
と
め
ま
す
が
、

そ
れ
と

同
時
に
、

肺
の
昨
眠
の
中
性
に
も
働
い
て
、

眠
り
業
が
人
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の

に
眠
く
な
る
の
で
す
，

だ
か
ら
か
ぜ
業
を

飲
む
と
眠
く
な
る
の
で

「
逆
ほ
す
る
と
さ

は
飲
ま
な
い
で
下
さ
い
」
と
れ
と
苦
き
が

あ
る
の
で
す
。

解
典
鎮
姉
☆
の
ア
ス
ピ
リ
ン
は
、

す
ぐ

れ
た
批
炎
析
作
用
を
も
ち
、

晰
に
も
は
た

ら
き
ま
す
が
、

村
の
粘
性
を
お
か
す
作
用

も
あ
り
ま
す

そ
こ
で
ア
ス
ビ
リ
ン
の
は
た
ら
き
を
も

ち
な
が
ら
、

刑
作
用
の
少
な
い
も
の
は
な

い
か
と
い
う
の
で
、

ア
ス
ピ
リ
ン
に
似
た

放
々
の
ク
ス
リ
が
作
ら
れ
ま
し
た
．
し
か

し
、

抗
炎
北
と
冊
腸
障
十
の
作
用
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
同
じ
な
の
で
、

た
い
て
い
は
、

よ
く
効
く
も
の
ほ
ど
、

制
作
用
も
い
か

っ

た
の
で
す
．

１‐ｉ
Ｕ

作
用
は
、

ク
ス
リ
が
か
ら
だ
令
体
に

散
ら
ば
る
か
ら
お
こ
る
わ
け
で
す
が
、

し

ば
ら
く
前
か
ら
、

効
い
て
は
し
い
と
こ
ろ

に
だ
け
作
用
す
る
ク
ス
リ
の
併
先
も
さ
か

ん
で
す
．

た
と
え
ば

「
ミ
サ
イ
ル
珠
法
」
と
い
う

の
を
さ

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
　
こ

れ
は
批
ガ
ン
剤
を
ガ
ン
細
砲
と
牛
に
は
く

新
び
つ
き
や
す
い
化
令
物
と
く

っ
つ
け
て

れ
射
を
し
、

そ
の
ク
ス
リ
が
ガ
ン
札
拙
の

と
こ
ろ
へ
く
る
と
　
は
じ
め
て
、

ク
ス
リ

が
効
く
と
い
う
よ
う
な
や
り
方
で
す
．

効

い
て
は
し
い
と
こ
ろ
だ
け
に
効
く
よ
う
に

す
れ
ば
、

ク
ス
リ
の
最
も
少
な
く
て
い
い

か
ら
、

推
市
的
に
も
い
い
し
、

刷
作
用
も

い
く
な

っ
て
安
令
で
す
ｃ

も
と
も
と
ク
ス
リ
も
な
も
、

か
ら
だ
に

な
ん
ら
か
の
作
用
を
す
る
も
の
で
す
か
ら
、

ひ
と
つ
の
化
命
物
が
　
ク
ス
リ
に
も
な
れ

「
外
ヤ
Ｈ
ｌ、
ト
　
ウ
ー
ーー
シ
ト
に

行
ま
れ
る

「
ｔ

ｒ
ｌ
ン
　

・｝
め

よ
ス
の
１■
竹
て

十サ，
る
十
す
キ

ン
か

昭
和
す
、■

に
十
＝

・――――
咆
十
１

れ
１１
は
略
教
Ｌ
の
川
先
一
、　
イ
ン

フ
ル
ェ
／
す
の
十
向
に
か
な
「
イー

そ
の
カ
レ
ア
ン
は
　
な
な

一Ｈ

本
（
一　
の
場
合
　
屹
収
■
」
の
本

っ
４
て
円
―
●
物
古
ま
れ
て
い
る

も
ｒ，
ろ
た
Ｈ
本
本
に
限
ら
ず
　
社

十

ｔヽ
ウ
ー
ロ
ン
４
て
も
　
本
当

い
わ
た
の
小
か
ら
収
れ
る
わ
木
な

ら
な
た
て
も
い
い
が
　
利
用
法
は

こ
う
て
あ
る

■
旭
止
た
て
い
る

十‐！
Ｌ
を
１
件

か
ら
５
竹
に
■
め
　
品
に
は
１１、
流

て

は
　

は

た

た

賜

合

は

ど

う

か

「
う

か

い
を

し

て
「准
が

，
‐ｌ
ｉ

か

な

い
の
ど

の
成

の
＝

分

に

つ

い
て

い

る

ウ

ィ

ル

ス

に

つ

い
て

は

　

止

め

は

あ

る

付

Ｌ

の
効

■

が

川

十～〓
て
き

る

」

一市

村

玖

，

一

と

い
う

が

　

や
は

「

、

う

か

い

が

効

■

的

だ

し

い
う

た

だ

‐
一　

‐‐１１

し

ｉｌ
十

て

も

ミ

ル

ク

テ

ィ

ー

の
う

な

い
は

　

カ

ア
キ

沼
々

幼
て
あ
る
こ
と
が
叫
う
か
に
な
っ

一ｔ
カ
テ
キ
シ
オ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
，

ウ
イ
ル
ス
を
ｒ
陽
す
る
Ｌ
い
う
メ

カ
ニ
ス
ム
は
こ
う
て
あ
る

「ィ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ウ
ィ
ル
ス

の
よ
ｌｒｉｌ
に
あ
る
ト
ダ

一小
１１１１
小
凝

同
保
ユ
一
と
略
時
に
１‐‐‐
合
し
　
細

胞
へ
の
吸
～
を
陽
――
し
た
り
　
ま

た
は
ウ
イ
●
ス
の
収
を
収
し
　
感

々
を
阻
■
す
る
！朝

晩
２
回
帰
宅
直
後
に
忘
れ
ず
に

さ
ま
す
の
が

コ
ツ

ン
か
ミ
ル
ク
の
成
分
Ｌ
朴
合
す
る

た
め
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
の
ェ
防

切
■
は
火
わ
れ
る

こ
の
ナ
こ

ろ
　
こ
の
お
本
に
よ

る
う
が
い
か
か
な
―サ
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た

た
Ｌ
え
ば
　
冊
岡
叫
ド
の
小
学

技
で
は
　
児
■
に
お
（
の
人
っ
た

よ
偽
を
持
参
き
せ
て
う
か
い
さ
せ

Щ
邪
ｒ
ル
に
―――
は
の
効
米
を
あ
げ

て
い
る
と
い
う

″
日
本
茶
で
う
が

い
〃
効
き
ま
す
よ

５
倍
に
薄
め
、

と
同
じ
く
ら

‐ヽ
に
す
る

そ
の
お
な
て
　
―
――
に
何
Ｈ
う

か
い
し
て
も
よ
い
か
　
ｌｉと
に
　
制

晩
の
２
１‐‐１
　
，
く
に
、

町
ｉ
い
た

も
忘
れ
て
は
い
け
な
い

ガ
ラ
ガ
ラ
　
　
ヘ
ッ
，
一い
つ
ｍ
中
Ｗ

な
方
法
た
が
　
よ
り
効
舛
的
な
う

か
い
は
、

「
山
を
忠
い
り
り
後
ろ
に
そ
ら

し
　
う
が
い
す
る
の
が
コ
ツ
」
向

村
欺
技
一
と
い
う
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対
策

ンヽ
リ
ー
ズ
０

い
よ
い
よ
、

真
剣
に
助
け
合

い
組
織
を
つ
く
る
準
備
が
必
要
に
な

っ
た

―
―
遠
く
の
他
人
よ
り
身
近
の
、
「
こ
だ
ま
会
員
」
同
志
で
″

①

あ
る
助
け
合
い
生
活
の
ケ
ー
ス

（帥一夕輪群抑
聞
から
）

自
分
で
暮
ら
し
た
い
が
、

独
り
は
や
っ
ぱ

り
不
安
―
―
。
自
立
志
向
の
強
い
独
り
暮
ら

し
の
お
年
寄
り
た
ち
の
間
で
、

同
じ
マ
ン
シ

ョ
ン
や
家
で

″共
同
生
活
″
を
送
ろ
う
と
い

う
動
き
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

高
締
の
居
住

者
同
士
で
食
事
や
サ
ー
ク
ル
活
動
が
で
き
る

こ
と
を
売
り
物
に
し
た
民
間
マ
ン
シ
ョ
ン
が

登
場
し
た
り
、

友
人
同
士
が

一
戸
建
て
住
宅

で

一
緒
に
生
活
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
る

「高
齢
者
が
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
で
、

生

活
に
張
り
が
で
き
た
」
と
の
声
も
あ
り
、

厚

生
省
や
自
治
体
に
も
、

こ
う
し
た
試
み
を
積

極
的
に
支
援
す
る
動
き
が
出
始
め
て
い
る
。

浦
和
市
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン

一
時
に
あ
る

「食

堂
兼
談
話
室
」
。昼

下
が
り
に
、

五
人
の
男
女
が

集
ま
っ
た
。

年
齢
は
六
十
四
歳
か
ら
七
十
九
歳
。

打
ち
解
け
た
雰
囲
気
で
和
や
か
な
会
話
が
続
い
た
。

民
間
企
業
が
昨
年
建
設
し
た
こ
の
マ
ン
シ
ョ

ン
の
住
人
は
十
九
人
。

大
半
が
六
十
歳
以
上
だ
。

普
段
は
自
室
で
生
活
す
る
が
、

サ
ー
ク
ル
活
動

や
夕
食
を
通
じ
て
日
常
的
に
交
流
し
て
い
る
。

急
に
体
詞
が
悪
く
な
っ
た
時
は
、

常
盛
し
て
い

き
る
」
と
、

昨
年
秋
に
入
居
。
「何
で
も
話
し

合
う
こ
と
が
で
き
る
し
、

突
然
、

体
詞
を
崩
し

て
も
安
心
」
と
満
足
げ
だ
。

友
人
同
士
で

一
戸
建
て
住
宅
を
つ
く
り
、

共

同
居
住
す
る
グ
ル
ー
プ
も
増
え
て
い
る
。

仙
台

市
青
葉
区
の
但
木
信
子
さ
ん
い
は
十
年
前
、

同

年
代
の
女
友
達
二
人
と
家
を
建
て
た
。

当
番
で

料
理
を
作
り

一
緒
に
食
事
を
す
る
が
、

そ
れ
ぞ

れ
個
室
が
あ
り
、

互
い
の
生
活
に
は
干
渉
し
な
い
。

る
職
貝
が
対
は
し
て

く
れ
る
。

入
居
者
の

一
人
、

林

一
子
さ
ん
ｍ
は
二

年
前
、

夫
を
亡
く
し

た
。

持
病
を
抱
え
な

が
ら
独
り
暮
ら
し
を

続
け
た
が
、
「
子
供

に
頼
る
よ
り
、

同
じ

境
遇
の
人
と

一
緒
に

住
む
方
が
友
達
も
で

）

二
人
は
い
ず
れ
も
独
身
。
「自
分
た
ち
で
す

べ
て
決
め
て
生
活
で
き
る
の
が
う
れ
し
い
。

助

け
合
い
の
意
識
は
な
い
が
、

普
段
お
互
い
の
姿

を
見
て
い
る
か
ら
、

具
合
が
悪
い
の
も
す
ぐ
わ

か
る
」
と
但
木
さ
ん
。

個
人
の
自
立
性
を
保
ち
な
が
ら
、

不
安
や
孤

独
感
を
解
消
し
た

い
―
―
。

王
ハ同
生
活
″
を

希
望
す
る
高
飾
者
が
増
え
て
い
る
の
は
こ
う
し

た
理
由
か
ら
だ
。

民
間
の
福
祉
関
係
者
の
問
か

ら
は

「
お
年
告
り
は
郊
外
の
老
人
ホ
ー
ム
に
入

る
よ
１，
、

地
域
と
の
か
か
わ
り
を
も
っ
て
生
活

す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
」
と
の
声
が
聞
か
れ

る
ぃ
よ
り
こ
れ
ま
で
に
近
い
生
活
を
送
り
な
が

ら
、

庄
い
の
不
便
を
補
い
合
う
と
い
う
発
想
だ
。

こ
う
し
た
動
き
に
、

行
政
側
も
支
援
策
を
打

ち
出
し
始
め
て
い
る
。

岡
山
県
は
昨
年
度
か
ら

「独
り
暮
ら
し
老
人

共
同
生
活
住
宅
支
援
事
業
」
を
開
始
し
た
。

三

十
六
人
分
の
個
室
の
あ
る

一
戸
建
て
住
宅
を
新

集
し
た
り
、

空
き
家
を
改
造
。

共
同
作
業
を
す

る
ス
ペ
ー
ス
も
用
意
し
、

入
居
者
が
家
事
を
助

け
合
う
。

今
年
五
月
ま
で
に
、

久
米
郡
中
央
町

な
ど
四
カ
所
で
共
同
生
活
が
始
ま
っ
て
い
る
。

東
京
都
も
来
年
度
以
降
、

複
数
の
独
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
に

一
つ
の
家
で
生
活
し
て
も
ら
う

モ
デ
ル
事
業
を
検
討
中
だ
。

比
較
的
大
き
な
家

を
独
り
で
住
ん
で
い
る
高
齢
者
に
ほ
か
の
高
齢

者
と
共
同
生
活
す
る
こ
と
を
働
き
か
け
、

室
内

の
改
装
費
を
都
が
援
助
す
る
計
画
で
、　

ヘ
ル
パ

ー
の
派
遣
な
ど
も
考
え
て
い
る
。

都
は
高
齢
者
の
住
宅
難
解
消
の
た
め
八
七
年

度
か
ら
、

都
常
住
宅
な
ど
を
高
齢
者
用
に
改
造

し
、

管
理
人
を
置
く

「
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
」
事
業

を
始
め
た
。

入
居
者
か
ら

「
同
じ
世
代
で
、

同

じ
趣
味
を
持
つ
人
と
暮
ら
す
こ
と
で
生
活
に
張

り
が
で
き
た
」
と
い
つ
た
、

当
初
は
予
想
し
て

い
な
か
っ
た
声
が
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

都
福
祉
局
は

「精
神
的
な
面
で
も
、

自
力
生

活
で
き
る
高
齢
者
が
共
同
生
活
す
る
こ
と
の
意

味
は
大
き
い
」
と
期
待
。

厚
生
省
も
来
年
度
か

ら
、

共
同
居
住
グ
ル
ー
プ
を
自
清
体
と
と
も
に

財
政
支
援
す
る
モ
デ
ル
事
業
を
始
め
る
計
画
だ

経

済

的

負

担

の

軽

減

メ

リ

ッ
ト

も

厚
生
行
の
調
べ
に
よ
る
と
、

全
国
の
六
十
五

歳
以
１■
の
高
齢
者
は
昨
年
時
点
で
千
七
百
五
十

四
万
人
。
う
ち
独
り
暮
ら
し
を
し
て
い
る
人
は

二
首
十

一
万
人
で
、　

〓

一％
を
占
め
る
。

独
居

者
の
割
合
は
年
々
上
昇
し
て
お
り
、

特
に
都
市

部
で
の
そ
の
傾
向
が
顕
著
だ
。

東
京
都
の
調
査
で
は
、

独
り
暮
ら
し
の
人
は

子
供
が
い
て
も

「今
の
ま
ま
独
り
で
暮
ら
し
た

い
」
と
い
う
人
が
六

一
％
に
上
り
、

健
康
で
あ

れ
ば

一
人
で
気
ま
ま
に
暮
ら
し
た
い
と
い
う
志

向
が
強
い
。
た
だ
、

独
り
暮
ら
し
の
人
の
持
ち

家
率
は
五
二
％
で
高
齢
者
全
体
の
七
四
％
を
下

回
っ
て
お
り
、
「家
賃
が
高
い
」
と
い
う
悩
み

も
多
い
。

共
同
居
住
の
メ
リ
ッ
ト
の

一
つ
と
し

て
、

複
数
で
住
む
こ
と
に
よ
る
経
済
的
負
担
の

軽
減
も
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
立
保
ち
不
安
解
消

マ
ン
シ
ョ
ン
登
場
、行

政
支
援



1996年 (十成 8年 )2月 1日 神奈サ1県職労退職者こだま会報 第 34 号  81

～退職後の 「金融機関活用による実益と

趣味 (生甲輩)」のおすすめ～ (退職者こだま会)

労働金庫 「レインボー友の会」の紹介

◎レインボー友の会に入会するには

55歳以上の方で

・公的年金などの受取回座を労金に指定

頂いているか、もしくは指定 して頂け

る方
・100万円以上の定期預金を預けている

か、もしくは50万円以上の定期性預金

で毎月積立をして頂ける方

などの、いずれかの条件を満たすこと。

◎ろうきんレインボー友の会の特典は

各支店毎に楽 しい行事を企画 していま

すのでお好 きな行事に参加になれます。

その他に

・誕生 日プレゼント

・慶弔共i斉金 。長寿机金の給付
・デパー ト,ホテル ・旅行などの割引

などの特典があ ります。

◎レインボー友の会の楽しい企画例

(本店営業部)

8月 の土曜 日に朝からカラオケ大会を

楽 しみました。身振 り手振 りはプロ顔負

けで した。(40名)

(中原支店)
「甲斐路の旅」

一泊旅行を12月3～ 4

日に行きました.(写 真略)

(平塚支店)
「ドイツ オ ース トリア」 9日 間の旅

に出を卜けました。(9月 19日～27日)45名 。

弥次喜多道中さながらで したが、ロマ

ンチ ック街道を走 り、モーツアル ト オ

ペラ ウ インナワルッも楽 しむリッチな

旅で した。
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労金レインボー友の会のご加入は最寄りの支店ヘ

な045(661)5511

8045(521)0721

を1045(472)3381

8045(774)1212

8045(331)1551

8045(861)2111

a 0 4 4 ( 2 4 4 ) 8 3 3 1

8044(733)0161

a044(277)8211

8044(989)1111

80468(23)1770

a0467(46)6291

藤 沢 支 店 奮04 6 6〔27 ) 8 8 1 1   1

80467(87)8822

a0463(23)2511

80463(82)8311

a0465(24)3322

a0465(73)3311

80427(72)0451
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80462(85)6211


